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令和６年度 事業計画 ／ 法人本部 
 

責任者 大水 清世         

 

１ 当期目標と方針 

・ １０年後 見据 、将来に向けた体制づくりの構想の中で、法人本部の役割や機能の明確化を

模索     

・ 「法人運営業務」と「法人本部業務」 整理 、非属人化         作成 行      

各業務と工程についてさらなる業務改善を進め、よりよい業務遂行プロセスを追求します。 

・ 法人本部と各事業所間の連携やコミュニケーション力を高めるため、本部-事業所連絡会議や事務

職員会議を活用し、問題解決や業務改善を進めます。 

     

２ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 「法人ビジョン2032」については策定した時期から2-3年 経過  ビジョンもあり、近年 地域

及び社会状況の変化に応じた軌道修正と短期計画見直  含          を検討しま

す。また法人 HP に法人ビジョンのページを新設し、進捗報告 行     

 

２ 法人の専門性を生かした公開講座を地域にむけて実施します。今年度 児童発達分野 地域

防災分野で取り組みます。また今後の児童発達支援センターの中核化と機能強化に向けて地

域連携支援準備室 立 上     

 

３ 採用から定着までのプロセスの見直 や改善に向けて、法人本部 事業所 管理職 協力 取

り組みます。今年度  実習生の受け入れ」をテーマとし、法人全体の情報共有と現状分析、

学校や学生へのアプローチ等を通じて強化をはかります。 

 

４ 利用者 利用園児 権利擁護    推進  礎    外部委員も含めた虐待防止委員会

の新体制をスタートし、軌道に乗せることを目標とします。 

 

５ 法人本部と各事業所との課題共有と連携強化のために、法人及び各事業所の事業計画及び

予算に基づいた進捗報告や情報共有、問題解決を進めるためのミーティングを定期的に実施して

いきます。 

  

３  大型 設備投資 金額 予定時期及   目的   

・勤怠ソフト導入（R7導入を目指し検討を進める） 

 

４  行動計画      別紙 「事業計画総括表」 参照 
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令和６年度 事業計画 ／ 小田原愛児園 

責任者 椎野 あい子 

 

実施事業と定員  ２歳児以上 （定員 300 名・利用定員２６０名）                        

子育てオアシス（地域育児支援センター） 病後児保育室（定員 4 名） 

 

１ 使命と中期ビジョン 

（使 命）       全ての子ども達が心身ともに健やかに育ち、安全で安心な環境を与えられ、 

保護者が子育てへの幸福感を得られるよう、職員は資質向上を図り、地域 

社会の中での子育て支援を目指す。 

（中期ビジョン*）１ 子ども主体の保育を目指す 

             ２ SDGｓ保育を通して家庭や地域に発信し共に歩む 

             ３ 同僚性文化 培養 広   

             ４ 一人    大切 する保育園 

             ５ 将来の保育所のあるべき姿を考慮した園運営 

 

２ 当期目標と方針 

・重点テーマ 「子ども主体の保育」では、【サークルタイム】の時間を設け、子どもたちの興味、やりたい気持ちを子どもた

ち同士で話し合い 職員 仲立 することで工夫したり発見 たり、活動の喜びや満足感が深まるよう取り組みま

す。コミュニケーションや関わりを通じて「子   最善 利益」を考えつづけ、子どもたち自らがあそびを展開できるよう

な保育環境づくりに取り組みます。                             

・SDGs 保育では、地域に保育の中での子どもたちの取り組みを WEB 配信しお知らせしていきます。また、防災教育

に繋がる体験を通じて、幼少時期から自然に防災意識 身に付くような取り組み 行  す。 

・子どもの発達についての学びについては、小田原乳児園  職員間交流から学びに繋げていきます。 

 

３ 重点テーマ取り組むべき課題 

１ 子         気持  発想 大切      主体 保育 目指  豊 な保育に繋げていきます。 

２（１）SDGs では、空 箱 利用  制作 堆肥 使っての野菜作り等、WEＢで配信していきます。 

   （２）災害に備え防災教育の取り組みを保育活動に活かし、自然に学べる体制づくりを目指します。 

３ 小田原乳児園との職員間交流の体制を図り、 ０歳 ６歳 子   発達 学 機会 、うみ、ふじ、なぎさ

を含めた5事業所とのケース検討会に参加し、職員のスキルアップを目指します。 

４ 安心・安全な環境づくりを推進し、権利擁護 虐待防止 取 組     

５ 連絡帳等の ICT システム化を図り、保護者との連携強化と業務の効率化 目指     

    ◎こども家庭庁での国の動向に目を向け情報収集を図り、保育の充実を目指します。 

 

４ 大型 整備投資 金額 予定時期及   目的 

・調理室    取付工事  

 

５ 行動計画      別紙 「事業計画総括表」参照  

3



令
和

6
年

度
 
事

業
計

画
総

括
表

 
小

田
原

愛
児

園
基

本
方

針
当

期
重

点
テ

ー
マ

達
成

方
法

責
任

者
達

成
基

準
法

人
ビ

ジ
ョン

N
o.

SD
G

sゴ
ー

ル
N

o.

園
⾧

  
 

 
 

職
員

保
育

に
お

け
る

国
の

動
向

に
つ

い
て

全
職

員
に

周
知

す
る

。

・i
Pa

dを
活

用
（

午
睡

チ
ェッ

ク
、
喫

食
状

況
、
身

体
測

定
等

、
連

絡
帳

）
毎

日
、
月

１
回

等
。

 業
務

 
効

率
化

 
図

 
 
休

憩
時

間
 

確
保

 
（

働
 

 
 

い
職

場
の

環
境

づ
くり

）

(1
)I

C
T
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

連
絡

帳
、
午

睡
チ

ェッ
ク

、
身

体
測

定
等

の
基

盤
を

作
り
、
保

護
者

に
配

信
す

る
。

　
　
こ

れ
に

伴
い

職
員

の
業

務
軽

減
化

を
図

り、
休

憩
時

間
の

確
保

等
に

繋
が

る
働

き
や

す
い

職
場

づ
くり

を
目

指
す

。

(2
)国

 
 

 
 

家
庭

庁
 

動
向

 
目

 
向

 
 
小

田
原

乳
児

園
 
 

協
力

体
制

 
中

 
 
子

  
子

育
 

支
援

 
 

 
 

多
様

 
保

育
 

充
実

 
 

 
 

検
討

 
行

  

働
き

や
す

い
職

場
づ

くり
委

員

(1
)子

ど
も

た
ち

の
興

味
、
発

想
や

や
り
た

い
気

持
ち

の
実

現
に

向
け

て
、
周

囲
の

人
との

関
わ

り
を

通
し

な
が

ら
、
 「

子
ど
も

主
体

の
保

育
」の

実
現

を
目

指
す

。
子

ども
た

ち
自

ら
が

あ
そ

び
を

展
開

し
、
期

待
感

・喜
び

・満
足

感
が

生
ま

れ
る

よ
う
な

保
育

環
境

づ
くり

に
取

り
組

む
。

(2
)子

 
 

 
 

同
士

 
話

 
合

 
 

場
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
 

 
 
職

員
 

仲
立

 
 

 
 

 
 

子
 
 

 
 

 
考

え
、
発

想
、
や

り
た

い
気

持
ち

の
実

現
化

を
目

指
す

。
(3

)映
画

  
  

 
 

 
  

題
材

 
勉

強
会

 
行

 
 
自

由
 

議
論

 
気

付
 

 
共

有
 

 
 
保

護
者

 
 

視
聴

 
場

 
設

 
 
園

 
保

育
方

針
 

理
解

 
促

進
 

 
 

 各
学

年
中

間
 
年

度
末

報
告

（
年

２
回

）
  

 
 

会
議

映
画

視
聴

６
月

３
 

４
回

実
施

（
全

職
員

 
視

聴
）

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

1 こ
ど
も

主
体

の
保

育

2 S
D

G
s保

育
や

防
災

保
育

の
発

信
と
地

域
との

繋
が

り

(1
)S

D
G

ｓ
の

取
り
組

み
の

中
で

、
植

物
、
昆

虫
等

の
自

然
に

触
れ

調
べ

た
り飼

育
し

た
り、

ま
た

身
近

な
野

菜
や

大
豆

 
栽

培
 
味

噌
 

  
 

通
 

 
活

動
 

行
 
 
地

域
 

W
EB

 
通

 
 

発
信

 
 

 

(2
)火

災
、
地

震
、
津

波
、
防

災
へ

の
取

り組
み

に
つ

い
て

、
絵

本
や

紙
芝

居
、
防

災
ゲ

ー
ム

等
を

使
っ
て

、
身

の
守

り
方

 
命

 
大

切
 

 
伝

 
 

 

W
EB

 
 

 
 

 
各

 
 

 
年

２
回

 
 

 
 

 
入

 
紹

介
 

防
災

ゲ
ー

ム
か

ら
身

の
安

全
確

保
の

仕
方

を
紹

介
。

3 子
ど
も

の
発

達
を

知
る

(1
)小

田
原

乳
児

園
と
の

連
携

を
強

化
し

、
０

歳
か

ら
６

歳
の

縦
割

り
活

動
の

充
実

を
目

指
し

た
職

員
体

制
を

は
か

る
。

乳
児

園
 
 

合
同

研
修

 
他

施
設

（
保

育
所

 
認

定
 

 
 

園
）

 
見

学
 

実
施

 
 
保

育
内

容
 

活
 

 
 

(2
)児

童
分

野
５

事
業

所
間

 
交

流
（

乳
児

園
  

 
  

 
  

 
 

）
  

 
 
園

内
療

育
 
 

 
 

 
 

 
  

 
ス

、
ケ

ー
ス

検
討

会
議

等
に

参
加

し
、
子

ども
の

発
達

や
関

わ
り
方

、
環

境
設

定
等

の
学

び
を

深
め

る
。

 
 

 
検

討
会

年
６

回
 
園

内
療

育
月

１
回

 
 

 
 
  

 
 

随
時

 
 

 
 
療

育
参

観
年

６
回

 

合
同

研
修

年
２

回
 
施

設
見

学
年

２
回

園
⾧

 学
年

月
２

回
 
縦

割
 
月

１
回

話
 

合
 
 

 職
員

会
議

 
中

 
 

 
 

 
 

 
 

年
２

回
実

施
 

担
当

職
員

・　
リー

ダ
ー

職
員

H
P担

当
 課

⾧
補

佐

防
災

係

権
利

擁
護

委
員

5 IC
Tシ

ス
テ

ム
の

活
用

こ
ど
も

家
庭

庁
の

動
向

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

(1
)職

員
 

 
 

 
 

 
思

  
 

 
 

 
 

 
 

語
  

 
 

風
通

 
 

良
 

職
場

 
権

利
擁

護
 

虐
待

防
止

 
 

繋
が

る
環

境
づ

くり
の

構
築

を
図

る
。

(2
)子

 
 

 
最

善
 

利
益

 
実

現
 

目
指

 
 

権
利

擁
護

等
 

研
修

 
振

 返
  

 
 

 
 

 
 

 
 

実
施

 
 
虐

待
防

止
に

努
め

る
。

4 安
心

・安
全

な
環

境

4



令和6年度 事業計画 ／ 小田原乳児園 
                                                             責任者 柏原 多津恵 

 

  実施事業と定員 保育事業（０歳児 １歳児 利用定員８０名） 

一時保育（定員１０名）      

１ 使命と中期ビジョン 

（使 命）     １ すべての人に『和顔愛語』の心で接します。 

      ２ 愛らしい表情、生き生きした目、元気な子どもを育てます。 

 

（中期ビジョン） １ 子どもの主体性を伸ばす保育を目指す 

２ 子育て家庭への育児支援に取り組み地域貢献・地域連携を考える 

３ 共に育ち合う・成⾧ 合 ことを目指し将来の担い手を育成する 

４ 子どもに対し 「一人のひと」として関わる 

５ 柔軟性のある園運営を目指す 

２ 当期目標と方針 

０ ６歳       先 子   成⾧ 見据  子   利益 主体性 考慮  上  法人内の他事

業所と連携を持ちながら、子どもたちが『安心して生活できる居場所』を目指します。特に児童分野施設との

連携を深め、保育の充実・必要性を考慮した丁寧な関わりを進  行    地域の子育て支援活動につい

ても、行政 情報共有して取り組んでいくことが増々必要です。園内では、取り組  成果 見   実践報

告会やケース相談会を継続し、研修等に積極的に参加し、コミュニケーションを図りながら職員一人一人の質

の向上に努めます。 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 園児個々 観察     行  適切 保育内容 取 入 た遊びの提供を図ります。また、家庭の状況

を把握し情報を共有することで、園児の発達に沿った支援・必要とされる保護者支援を実施していきます。 

２ 一時預かり保育、体験保育を計画的に、確実に実施して保育所に求められることの情報を得て対応に努

めます。また、子育て支援に関して相談を受けたり 適切      が出来る機会を作っていきます。 

３ 様々な研修会・ケース相談会・園内実践報告会の内容充実を計り、他の児童分野施設との関係を強化 

し、保育の実践や計画、記録等に活かす取り組み 進  行 事  職員の質の向上に繋げていきます。 

  ４ 権利擁護 推進   保育所  権利擁護 虐待 関  事例 取 上 職員間 意見交換をして、  

意識 高    日々の保育に取り組めるように努めていきます。 

  ５ 将来の保育所のあるべき姿を考慮し、法人・事業所ビジョンに則り、法人内児童分野施設 行政  

連携を取り合い、専門的アドバイスができる運営、保護者のニーズに沿った経営ができる保育所を目指 

します。 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 

  ・網戸 取り付け(うめ組・ばら組)と各保育室の張り替え(6月頃)  40万  

  ・各保育室・廊下等の誘導灯器具交換（LED 化）       35万 

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照 
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令
和

6
年

度
 
事

業
計

画
総

括
表

 
小

田
原

乳
児

園
 

基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョン
N

o.
法

人
S
D

G
sN

o.

(1
)個

々
 

観
察

 
 

  
 行

 
 

 
 

相
談

会
 

継
続

 
相

談
内

容
 

個
別

計
画

  
  

に
反

映
す

る
。

C
SV

サ
ブ

リー
ダ

ー
ク

ラ
ス

職
員

ケ
ー

ス
相

談
会

５
回

/年
 
 
(学

年
会

 
全

体
会

）
随

時
　
　
　
　
(ク

ラ
ス

会
）

(2
)保

護
者

との
懇

談
会

・面
談

を
通

し
て

情
報

を
共

有
し

、
ケ

ー
ス

相
談

会
等

で
具

体
  

  
的

な
支

援
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

し
た

り、
必

要
に

応
じ

て
専

門
職

、
専

門
機

関
へ

  
  

繋
げ

て
い

く窓
口

とし
て

の
役

割
を

機
能

さ
せ

る
。

C
SV

課
⾧

補
佐

園
⾧

懇
談

会
 
２

回
/年

(1
)小

田
原

愛
児

園
  

連
携

 
強

化
 

 
縦

割
 保

育
（

０
歳

 
６

歳
）

 
充

実
 

目
指

し
て

　
　
職

員
体

制
を

作
る

。
 
 
愛

児
園

  
合

同
研

修
 

他
園

見
学

等
 

実
施

 
 

得
 

学
 

 
保

育
内

容
 

活
 

 
 

園
⾧

 課
⾧

補
佐

C
SV

・リ
ー

ダ
ー

合
同

研
修

 
２

回
/年

職
員

交
換

研
修

　
２

日
/１

人

一
時

預
か

り担
当

栄
養

士
  

  
調

理
職

員
防

災
委

員
・防

災
係

４
・５

回
/半

期
(体

験
保

育
）

延
 

５
０

０
人

/年
（

一
時

保
育

）
(1

)体
験

保
育

や
一

時
預

か
り
保

育
を

実
施

し
、
子

育
て

オ
ア

シ
ス

に
参

加
し

て
、
地

域
の

  
  

保
護

者
支

援
 

具
体

的
 

進
 

 
 
 

 
 
関

係
諸

機
関

 
行

政
 連

携
 

取
 

  
  

な
が

ら
、
地

域
との

繋
が

りを
深

め
る

。
(2

)市
や

自
治

会
等

で
開

催
さ

れ
る

防
災

訓
練

な
ど
に

積
極

的
に

参
加

し
、
地

域
との

普
  

  
段

か
ら

の
繋

が
りを

深
め

る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
1 園

児
の

発
達

に
沿

った
支

援
と保

護
者

支
援

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

3 乳
児

保
育

に
携

わ
る

保
育

者
 

保
育

力
 

高
 

 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

2 地
域

の
子

育
て

家
庭

へ
の

育
児

支
援

(2
)職

員
間

 
協

力
体

制
 

整
 

 
 

発
達

 
気

 
 

 
子

 
行

動
 

把
握

 
必

要
 

関
  

  
わ

り方
に

つ
い

て
専

門
職

員
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
、
保

育
に

取
り入

れ
る

（
うみ

・ふ
じ

・
  

  
 

 
 

  
事

業
所

間
交

流
 
研

修
 
 

 
 

検
討

会
等

）
園

⾧
 課

⾧
補

佐

５
事

業
所

勉
強

会
参

加
（

６
回

/年
）

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

4 権
利

擁
護

 
向

 
 

取
 

組
み

(1
) 

  
 

  
 

 
実

施
 

 
 
 

 
実

施
後

 
振

 返
  

話
 

合
 

 
行

  
  

  
職

員
会

議
等

 
 

 
具

体
的

 
事

例
検

討
 

行
 

 
権

利
擁

護
 
虐

待
防

  
  

止
 

 
 

 
職

員
 

意
識

 
高

 
 

 
 取

 組
 

 
権

利
擁

護
虐

待
防

止
係

 
  

 
  

 
 

実
施

(年
２

回
）

職
員

会
議

内
で

検
討

会
１

回
/３

ヵ月

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

5 法
人

・園
ビ

ジ
ョン

に
沿

っ
た

柔
軟

性
の

あ
る

運
営

縦
割

り体
制

と保
育

内
容

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
（

各
グ

ル
ー

プ
で

随
時

）
(1

)小
田

原
愛

児
園

  
共

通
理

解
 

持
  

 
０

歳
 

 
就

学
 

 
 

成
⾧

 
見

通
  

  
 

 
具

体
的

 
保

育
計

画
 

立
 

職
員

間
 

協
力

体
制

 
意

識
 

 
 

 
 
保

護
  

  
者

と
共

に
子

育
て

に
携

わ
る

。
(2

)法
人

 事
業

所
 

 
  

 
理

解
 

 
児

童
分

野
施

設
 連

携
 

取
 合

 
 
様

々
  

  
 

 
 

 
 

沿
  

運
営

 
意

識
 

 
 

  

課
⾧

 課
⾧

補
佐

主
任

・副
主

任
・C

SV

6



令和６年度 事業計画 ／ ほうあんのぞみ 

責任者 大水 健晴 

 

実施事業と定員  就労継続支援Ｂ型（５０名） 就労移行支援（８名） 就労定着支援（２名） 

日中一時支援（４名） 共同生活援助（ほうあん生活ホーム）（４名） 

１ 使命と中期ビジョン 

（使 命） 

利用者 働 喜  感  家族 安心       職員 人間性 向上   地域  共生 実現    

（中期ビジョン）  

１ 調理 清掃 受託 ３部門 確立  利用者 社会参加 通  地域    応  事業展開 行  

２ 利用者 日々笑顔      持  通所出来   多様 働 方 支  支援 行  

３ 利用者 就労意識 高 就職 就労実績 就労定着 高 就労支援 行  

４ 誰  住    街        地域交流 取組 地域課題 解決 協働   

５ 地域福祉 役立 人材 育成 

２ 当期目標と方針 

就労継続支援Ｂ型では、事業展開を安定的に実施できるよう、また利用者      達成感   方

なりに感じられるよう 作業 構造化 職員 支援 見直  継続して行 、引き続き工賃 15000 円以上

を安定的に維持できる体制 確立     す。 

利用者 権利擁護に関し 自己決定 自分自身 身 守       職員同士 情報交換 意識 

共有 利用者  対話   取り組みます。また利用者 加齢に伴う、ケガや事故、病気など様々な課題が

今後更 増加することが想定      日常生活上             仕組  構築  健康 ⾧ 

働き続けられるよう取り組みます。 

人材育成     権利擁護 高齢化  対応 成年後見 推進  について、各人が役割分担 行

  実践   内容 振返  年２回全職員参加 研修 設定します。職員 共有 行      良 

内容となるよう取り組みます。 

就労移行支援  、障害者雇用率 改正 受   県西地域 就労 受 皿の拡大とともに、新規利

用者の獲得に向けて、関係機関との連携も強化します。 

３ 重点テーマ  

１ 食品事業 安定  行 体制整備 行います。 

２ 調理・清掃・受託の各部門で、利用者 仕事    やりがいを更 感    仕組     行     

３ 利用者 権利擁護 取組  行  自己決定や自分自身で身を守っていけるように取り組みます。 

４ 利用者 加齢  対応として、日常生活上のアセスメント等     仕組     行   。 

５ 成年後見人 推進 取り組みます。 

６ 障害者雇用率 改正 受   県西地域 就労 受 皿 拡大      関係機関  連携 強 

化    就職    利用者 定着      定期的      茶話会   企画     

７  茶       様々 支援者同士 繋   地域 方々 困 感  互  対応  行      

仕組 作  行     

  ８ 人材育成として、全職員参加の研修を年２回設定  権利擁護 加齢に伴う変化への対応等を主テ 

ーマに、職員全員 意識 共有や取組後の検証を行       意識 醸成 繋     

４ 大型 整備投資 金額 予定時期及   目的 

・キッチン給湯器入替え ６月 ２０万円（自己資金） 

５ 行動計画 別紙 「事業計画総括表」 参照 
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基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№
SD

Gs
ゴ

ー
ル

№

1-
1（

Ｂ
型

）
食

品
事

業
を

安
定

し
て

行
う

体
制

整
備

を
行

う

弁
当

部
門

・
総

菜
部

門
・

喫
茶

部
門

か
ら

な
る

食
品

事
業

の
職

員
体

制
に

つ
い

て
、

今
後

も
安

定
し

た
食

品
提

供
を

続
け

る
た

め
、

調
理

作
業

が
専

門
の

職
員

に
偏

り
す

ぎ
な

い
基

盤
作

り
を

行
う

。
調

理
部

門
に

興
味

を
持

つ
新

た
な

利
用

者
参

画
を

進
め

る
。

担
当

主
任

メ
イ

ン
調

理
が

任
せ

ら
れ

る
職

員
１

名
増

調
理

部
門

の
対

応
利

用
者

２
人

以
上

増
加

1-
2（

Ｂ
型

）
調

理
や

清
掃

部
門

の
利

用
者

の
仕

事
と

し
て

の
や

り
が

い
を

感
じ

ら
れ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

行
う

調
理

や
清

掃
業

務
に

関
し

て
、

よ
り

利
用

者
が

携
わ

る
領

域
を

増
や

す
た

め
、

調
理

ス
キ

ル
・

清
掃

ス
キ

ル
の

獲
得

が
利

用
者

に
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
な

ス
ケ

ー
ル

表
を

作
成

し
、

運
用

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
調

理
・

清
掃

作
業

に
携

わ
る

利
用

者
を

増
や

す
と

と
も

に
、

調
理

・
清

掃
系

の
就

労
を

目
指

す
利

用
者

の
意

欲
ア

ッ
プ

に
繋

げ
る

。
ま

た
、

清
掃

作
業

へ
の

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
、

夕
方

の
館

内
清

掃
作

業
へ

の
参

加
を

促
し

て
い

く
。

担
当

職
員

清
掃

部
門

の
対

応
利

用
者

２
人

以
上

増
加

残
業

清
掃

の
新

規
利

用
者

２
名

以
上

増
加

ス
ケ

ー
ル

の
作

成
と

運
用

1-
3（

B型
・

移
行

）
法

定
雇

用
率

の
改

定
に

伴
い

、
県

西
地

区
の

一
般

就
労

の
受

け
皿

拡
大

に
取

り
組

む

法
定

雇
用

率
2.

5%
へ

の
改

定
を

受
け

、
就

労
移

行
並

び
に

B型
共

通
の

取
り

組
み

と
し

て
、

県
西

地
区

の
企

業
に

対
す

る
障

が
い

者
雇

用
促

進
の

働
き

か
け

を
行

い
、

居
住

す
る

地
域

で
の

一
般

就
労

を
希

望
す

る
利

用
者

の
就

労
に

取
り

組
む

。

BL
O

SS
AM

職
員

＆
管

理
職

一
般

就
労

並
び

に
定

着
者

数
４

名
以

上
輩

出
（

内
１

名
以

上
が

市
内

で
の

就
労

）

1-
4（

生
活

ホ
ー

ム
）

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
に

よ
り

Q
O

L向
上

に
取

り
組

む

加
齢

等
に

よ
り

変
化

が
進

ん
で

い
る

生
活

ホ
ー

ム
利

用
者

の
定

期
通

院
や

生
活

全
般

の
ニ

ー
ズ

把
握

を
継

続
し

て
行

い
、

地
域

行
事

へ
の

参
加

な
ど

新
た

な
体

験
機

会
を

作
る

と
と

も
に

、
整

容
や

清
掃

等
に

つ
い

て
世

話
人

が
中

心
と

な
っ

て
支

援
で

き
る

よ
う

な
体

制
づ

く
り

を
行

う
。

ほ
う

あ
ん

生
活

ホ
ー

ム
担

当
職

員
世

話
人

支
援

項
目

の
整

理
と

実
施

2-
1（

Ｂ
型

）
茶

の
ま

あ
る

で
は

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

視
点

を
持

っ
て

、
地

域
の

支
援

者
の

集
ま

る
場

と
な

る
企

画
を

継
続

し
、

地
域

課
題

・
近

隣
の

方
々

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
こ

の
課

題
解

決
が

利
用

者
の

仕
事

と
な

る
よ

う
取

り
組

む

茶
の

ま
あ

る
で

、
あ

つ
ま

あ
る

か
ふ

ぇ
の

企
画

を
定

期
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
地

域
イ

ベ
ン

ト
（

な
り

わ
い

交
流

館
出

店
等

）
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

地
域

住
民

と
の

交
流

を
深

め
る

と
共

に
、

地
域

住
民

同
士

の
ニ

ー
ズ

が
合

致
し

、
課

題
解

決
に

向
か

え
る

よ
う

な
仕

組
み

作
り

を
模

索
し

て
い

く
。

茶
の

ま
あ

る
職

員

地
域

イ
ベ

ン
ト

へ
年

９
回

参
加

茶
の

ま
あ

る
で

の
イ

ベ
ン

ト
を

年
４

回
主

管
住

民
同

士
が

繋
が

れ
る

仕
組

み
の

提
案

と
実

行

2-
2

地
域

の
防

災
力

を
高

め
る

取
り

組
み

を
行

う

一
丁

田
自

治
会

や
万

年
地

区
の

方
々

と
、

こ
の

地
域

の
災

害
に

関
す

る
課

題
や

、
法

人
の

建
物

や
職

員
が

有
事

の
さ

い
に

出
来

る
事

な
ど

情
報

の
共

有
や

万
一

に
備

え
た

準
備

を
浜

町
地

区
の

各
施

設
と

と
も

に
行

う
。

担
当

職
員

地
区

社
協

や
自

治
会

等
の

地
域

団
体

と
防

災
に

関
す

る
会

合
の

開
催

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

・
利

用
者

の
加

齢
に

よ
る

ケ
ガ

や
事

故
を

防
げ

る
よ

う
、

状
態

像
の

変
化

の
理

解
及

び
対

応
力

の
向

上
を

目
指

し
て

、
身

体
機

能
と

認
知

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

う
。

今
後

の
支

援
力

向
上

の
た

め
、

変
化

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

や
す

い
よ

う
に

、
ほ

う
あ

ん
式

高
齢

化
指

標
等

を
使

い
な

が
ら

、
数

値
化

を
基

本
と

し
た

仕
組

み
づ

く
り

を
行

う
。

・
成

年
後

見
人

制
度

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

利
用

者
へ

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

ず
は

、
現

状
の

普
及

状
況

と
今

後
の

後
見

人
制

度
利

用
の

有
無

や
利

用
時

期
に

つ
い

て
の

調
査

を
行

う
。

常
勤

職
員

加
齢

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
指

標
の

作
成

成
年

後
見

人
制

度
の

利
用

に
関

す
る

調
査

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

利
用

者
の

自
己

決
定

や
権

利
擁

護
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
勉

強
会

を
職

員
向

け
に

年
２

回
以

上
行

い
、

学
ん

だ
こ

と
を

実
際

に
支

援
に

活
か

し
、

利
用

者
自

身
が

自
身

の
権

利
を

守
っ

て
い

け
る

よ
う

に
、

利
用

者
向

け
の

勉
強

会
を

年
１

回
以

上
行

う
(パ

ー
ソ

ナ
ル

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

・
SN

Sの
理

解
・

性
に

関
す

る
研

修
等

)。
常

勤
職

員
権

利
擁

護
研

修
の

実
施

２
回

／
年

以
上

利
用

者
向

け
勉

強
会

の
実

施
１

回
／

年
以

上

5-
1（

Ｂ
型

）
平

均
工

賃
15

00
0円

以
上

を
維

持
す

る

調
理

・
清

掃
・

受
託

の
前

年
度

実
績

か
ら

当
年

度
の

部
門

別
月

間
目

標
を

設
定

し
、

定
例

会
議

に
て

前
月

の
進

捗
確

認
と

先
行

行
動

管
理

を
行

う
と

共
に

、
目

標
達

成
状

況
の

確
認

を
引

き
続

き
行

う
。

利
用

者
に

も
掲

示
板

等
で

成
果

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
各

自
の

取
組

や
が

ん
ば

り
を

伝
え

や
り

が
い

の
向

上
に

繋
げ

て
い

く
。

各
部

門
責

任
者

（
常

勤
）

年
間

平
均

工
賃

支
給

月
額

／
1人

 
１

５
０

０
０

円
以

上

5-
2（

移
行

）
ナ

カ
ポ

ツ
セ

ン
タ

ー
や

サ
ポ

ス
テ

等
、

県
西

地
区

の
就

労
機

関
と

密
に

情
報

共
有

し
、

期
中

の
新

規
利

用
者

の
獲

得
を

行
う

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
、

３
ヵ

月
毎

に
登

録
者

情
報

と
空

き
情

報
に

関
す

る
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
い

、
該

当
す

れ
ば

期
中

の
新

規
利

用
へ

繋
げ

て
い

く
。

地
域

若
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
へ

の
連

絡
を

と
り

、
該

当
の

利
用

予
定

者
の

有
無

に
つ

い
て

の
確

認
を

行
う

。

BL
O

SS
AM

職
員

年
間

平
均

在
籍

者
数

７
名

以
上

人
材

育
成

と
し

て
、

権
利

擁
護

や
加

齢
に

伴
う

変
化

へ
の

対
応

等
を

主
テ

ー
マ

に
、

職
員

全
員

の
意

識
の

共
有

や
取

組
後

の
検

証
を

行
い

な
が

ら
プ

ロ
意

識
の

醸
成

に
繋

げ
る

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

令
和

6年
度

 
事

業
計

画
総

括
表

 
ほ

う
あ

ん
の

ぞ
み

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）
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令和６年度 ほうあんホッと相談カフェ ／ 事業計画 
 責任者 大水 健晴         

実施事業 

 １市３町委託相談支援事業(主に知的障害児)、 

指定特定相談支援事業(主に知的障害者)、指定障害児相談支援事業(主に知的障害児)、指定一般相談支援事業

(地域移行支援 地域定着支援) 

 

１ 使命と中期ビジョン 

（使命） 

    １ 相談者が安心して相談が受けられるように努めます。 

２ あなたらしくいきいきと生活できるように関係機関とのネットワークをいかし、応援します。 

３ 相談者のプライバシーは尊重します。 

（中期ビジョン） 

１         添  相談支援 行     

２ 障     方 暮     地域    行     

３ まあるい心と高い専門性を持った人材を育てます。 

２ 当期目標と方針 

 相談員それぞれが、ご相談者本人の思いや希望をもとに、本人が選択した生活が実現できるよう本人のエンパワーメントを

行 ます。常に意思決定支援の意識     支援者    作    本人の思いを共有する仕組みづくり 行  その実

現に向けての協働に取り組みます。併せて、事業の継続性と効果的なサービス提供できるよう人材育成と業務改善をはかりま

す。 

人材育成では、主任相談支援専門員研修の受講とともに 相談員 資質向上    外部相談事業所  意見交換

やスーパーバイズ等 行    併     検討会  参加呼    出席   通  相談支援専門員 役割 仕事 

更 伝         将来の担い手確保も含め、法人ビジョンに沿ったソーシャルワーカーの視点をもった職員育成に取り組

みます。 

 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ ご相談者が希望する生活が実現するよう、相談支援専門員が自己決定 意識 常 持 、支援チームによる情報共有

と利用者本位 相談支援 実施     

2 相談員の資質向上のために、外部相談事業所  意見交換 外部の専門家によるスーパーバイズを受けていきます。 

又 報酬改訂内容 理解   運用 関   情報収集や勉強会を行   。 

3 法人内のケース検討会議を共同開催し、相談支援専門員の視点と経験を法人内の職員に伝え、支援力の向上及びソ

ーシャルワーカーの視点をもった職員育成に貢献します。 

4 新規相談の受入れや新たな相談員の受入れのため、   内 効率的な運用、及び引継ぎを視野にいれて    管理

  業務 標準化 見直  行     

5 相談者及び地域    障害者 権利擁護 推進      成年後見人制度 ついて学び、法人内職員やご相談者 

 対  制度 周知 適切 助言       します。 

6 災害時に備え、ご相談者に想定される課題を抽出するとともに、必要に応じてクライシスプランを作成、共有します。 

7 委託相談クローバーについては、引続き地域の一般相談の窓口として可能な限りの維持及び職員の負担軽減を踏まえ、 

行政や他法人と共に検討します。令和６年度中 再度       行   ため、準備 行     

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的   特になし 

 

５ 行動計画   別紙「事業計画総括表」参照    
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令
和

６
年

度
 

事
業

計
画

総
括

表
 

ほ
う

あ
ん

ホ
ッ

と
相

談
カ

フ
ェ

基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
 

責
任

者
達

成
基

準
法

人
ビ

ジ
ョ

ン
№

SD
Gs

ゴ
ー

ル
№

2-
1

災
害

時
に

備
え

、
ご

相
談

者
に

想
定

さ
れ

る
課

題
を

抽
出

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
ク

ラ
イ

シ
ス

プ
ラ

ン
を

作
成

、
共

有
す

る
。

相
談

者
と

の
面

接
等

を
利

用
し

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
避

難
所

を
確

認
し

、
災

害
時

に
と

る
避

難
行

動
な

ど
を

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
助

言
を

行
う

。
併

せ
て

大
規

模
災

害
時

に
近

隣
の

方
や

地
域

の
障

が
い

の
あ

る
方

々
の

受
入

れ
が

必
要

な
場

合
の

備
え

を
、

う
み

・
な

ぎ
さ

な
ど

と
共

同
で

進
め

る
。

課
⾧

（
実

施
は

全
相

談
員

）

A:
要

確
認

者
の

見
直

し
が

完
了

 
B:

見
直

し
が

一
部

面
談

者
に

限
ら

れ
た

 
C;

ほ
ぼ

取
組

め
な

か
っ

た

他
法

人
の

相
談

事
業

所
と

の
意

見
交

換
会

を
行

い
、

お
互

い
の

業
務

を
比

較
し

、
よ

り
効

率
的

な
事

業
運

営
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま
た

外
部

講
師

を
お

呼
び

し
て

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
勉

強
会

を
実

施
す

る
。

課
⾧

Ａ
 

勉
強

会
が

行
わ

れ
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
業

務
改

善
に

繋
が

っ
た

。
Ｂ

 
勉

強
会

は
行

わ
れ

、
情

報
を

収
集

す
る

こ
と

は
出

来
た

。
Ｃ

 
勉

強
会

は
行

わ
れ

た
が

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
結

び
付

か
な

か
っ

た
。

毎
回

テ
ー

マ
を

定
め

て
ホ

ッ
と

カ
フ

ェ
で

ケ
ー

ス
検

討
会

議
を

行
い

、
そ

こ
へ

法
人

内
施

設
職

員
に

参
加

を
呼

び
掛

け
参

加
し

て
も

ら
う

。
年

４
回

は
テ

ー
マ

別
実

施
し

法
人

内
若

手
職

員
と

と
も

に
資

質
向

上
に

取
り

組
む

。
そ

の
他

の
月

は
通

常
通

り
開

催
す

る
。

担
当

職
員

Ａ
:年

に
４

回
以

上
実

施
し

複
数

人
の

参
加

し
、

他
事

業
所

職
員

の
視

野
を

拡
げ

た
。

Ｂ
 

開
催

で
き

た
が

効
果

が
見

え
な

か
っ

た
。

 
Ｃ

 
年

４
回

未
満

と
な

っ
た

主
任

相
談

支
援

専
門

員
配

置
の

た
め

に
職

員
（

１
名

）
を

同
研

修
へ

派
遣

す
る

。
研

修
を

受
講

し
、

所
内

で
の

研
修

な
ど

要
件

を
満

た
し

配
置

体
制

加
算

が
取

得
で

き
る

よ
う

取
り

組
む

。
課

⾧

Ａ
 

主
任

相
談

支
援

専
門

員
を

配
置

し
、

研
修

実
施

及
び

配
置

加
算

を
取

得
し

た
 

Ｂ
 

配
置

が
で

き
た

 
Ｃ

 
配

置
で

き
な

か
っ

た
。

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
可

能
に

す
る

た
め

に
、

円
滑

に
ケ

ー
ス

の
引

継
ぎ

が
出

来
る

よ
う

相
談

デ
ー

タ
の

標
準

化
を

行
う

。
担

当
職

員

Ａ
 

ケ
ー

ス
引

継
ぎ

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
た

。
 

Ｂ
 

標
準

化
に

よ
り

、
担

当
が

お
休

み
で

も
対

応
で

き
た

 
Ｃ

 
実

施
で

き
な

か
っ

た

持
続

可
能

な
運

営
に

向
け

て
収

支
改

善
に

取
り

組
む

と
と

も
に

報
酬

改
訂

の
内

容
を

理
解

し
対

応
す

る
（

新
規

相
談

の
受

入
れ

、
主

任
相

談
支

援
専

門
員

配
置

加
算

及
び

各
種

加
算

の
取

得
、

委
託

等
収

入
増

加
等

）
。

所
課

⾧
主

任

Ａ
 

新
規

相
談

の
受

入
及

び
加

算
取

得
が

増
え

た
 

Ｂ
 

新
規

相
談

及
び

加
算

取
得

の
増

加
の

ど
ち

ら
か

１
つ

 
Ｃ

 
ど

ち
ら

も
進

ま
な

か
っ

た

担
当

職
員

日
常

生
活

場
面

で
意

思
決

定
を

積
み

重
ね

る
た

め
、

そ
の

場
面

を
多

く
持

て
る

よ
う

に
関

係
者

に
働

き
か

け
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
中

で
ご

本
人

、
支

援
者

、
家

族
等

に
状

況
の

共
有

を
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
に

反
映

し
、

そ
の

取
組

を
事

業
所

会
議

で
報

告
す

る
。

課
⾧

（
実

施
は

全
相

談
員

）

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

成
年

後
見

制
度

へ
関

心
の

あ
る

方
に

対
し

て
専

門
家

に
よ

る
個

別
相

談
会

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
相

談
員

は
関

係
者

（
本

人
家

族
職

員
）

に
対

し
て

制
度

に
つ

い
て

適
切

な
助

言
を

与
え

ら
れ

る
よ

う
に

勉
強

会
の

機
会

を
設

け
る

。

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

2-
2

委
託

相
談

ク
ロ

ー
バ

ー
に

つ
い

て
は

、
引

続
き

地
域

の
一

般
相

談
の

窓
口

と
し

て
、

可
能

な
限

り
の

維
持

と
職

員
の

負
担

軽
減

を
踏

ま
え

た
取

組
を

行
政

、
他

法
人

と
共

に
検

討
し

て
い

く
。

令
和

６
年

度
中

に
再

度
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
が

行
わ

れ
る

た
め

、
準

備
を

行
う

。

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

5 新
規

相
談

の
受

入
れ

や
新

た
な

相
談

員
の

受
入

を
す

る
た

め
に

も
、

カ
フ

ェ
内

の
効

率
的

運
用

及
び

引
継

ぎ
を

視
野

に
い

れ
、

デ
ー

タ
管

理
な

ど
業

務
の

標
準

化
や

見
直

し
を

行
う

。

4 相
談

者
及

び
地

域
に

お
け

る
障

害
者

の
権

利
擁

護
を

推
進

す
る

た
め

に
、

成
年

後
見

人
制

度
に

つ
い

て
学

び
、

法
人

内
職

員
や

ご
相

談
者

に
対

し
て

制
度

の
周

知
や

適
切

な
助

言
を

与
え

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

む
。

3-
1

相
談

員
の

資
質

向
上

の
た

め
に

、
外

部
相

談
事

業
所

と
の

意
見

交
換

や
外

部
の

専
門

家
に

よ
る

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
を

受
け

て
い

く
。

報
酬

改
訂

内
容

の
理

解
と

そ
の

運
用

に
関

し
て

の
情

報
収

集
や

勉
強

会
を

行
う

。
3-

2
法

人
内

の
ケ

ー
ス

検
討

会
議

を
共

同
開

催
し

、
相

談
支

援
専

門
員

の
視

点
と

経
験

を
法

人
内

の
職

員
に

伝
え

、
支

援
力

の
向

上
及

び
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
視

点
を

も
っ

た
職

員
育

成
に

貢
献

す
る

。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

Ａ
 

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
に

反
映

し
た

（
設

定
全

ケ
ー

ス
）

。
Ｂ

 
本

人
・

家
族

・
支

援
者

と
共

有
（

設
定

全
ケ

ー
ス

）
。

Ｃ
 

一
部

ケ
ー

ス
し

か
進

ま
な

か
っ

た
。

Ａ
 

良
い

条
件

で
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
を

受
け

、
契

約
出

来
た

。
Ｂ

 
現

状
同

様
の

条
件

で
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
を

受
け

、
契

約
出

来
た

。
Ｃ

 
現

状
よ

り
悪

い
条

件
で

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

を
受

け
、

契
約

出
来

た
。

地
域

の
相

談
支

援
が

で
き

る
か

ぎ
り

滞
ら

な
い

よ
う

、
ク

ロ
ー

バ
ー

の
当

面
及

び
将

来
の

在
り

方
を

行
政

及
び

他
法

人
と

共
に

見
直

し
持

続
可

能
な

体
制

と
な

る
よ

う
取

り
組

む
。

令
和

６
年

度
に

行
わ

れ
る

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

の
準

備
を

進
め

る
。

所
課

⾧

1 ご
相

談
者

が
希

望
す

る
生

活
が

実
現

す
る

よ
う

、
相

談
支

援
専

門
員

が
自

己
決

定
の

意
識

を
常

に
持

ち
、

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

情
報

共
有

と
利

用
者

本
位

の
相

談
支

援
を

実
施

す
る

。

Ａ
 

各
事

業
所

へ
の

親
な

き
後

の
相

談
対

応
が

行
わ

れ
た

。
Ｂ

 
各

事
業

所
の

職
員

の
勉

強
会

及
び

情
報

収
集

の
取

組
を

し
た

。
Ｃ

 
勉

強
会

に
留

ま
っ

た
。
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令和６年度 事業計画 ／ ほうあんうみ 

責任者  山岸 秀俊 

 

実施事業と定員  児童発達支援事業（３０名）  保育所等訪問支援事業     

 

１ 使命と中期ビジョン  

（使 命）    1 持続可能 合理的配慮 把握  最先端 技量 習得 努        

２ 園児・保護者・職員の人生の質の向上を実現します。 

３ 地域社会の福祉に貢献します。 

 

（中期ビジョン） １ 子どものありのままを受け入れ、その子らしく過ごせるように支援する。 

２ その子ひとりひとりが笑顔で暮らせる居場所づくり。 

３ 保育園・小学校など地域の子供の支援ができる人材を育成する。 

４ 子どもたちの命を守り、子どもが SOS  発信   力 身 着    

５ 将来     質 良     提供 行    組織運営 基盤作   

２ 当期目標と方針 

    利用園児 家族  療育支援 質 向上 、地域において活躍できる職員の育成を目標に、研修・勉強会を計画的に

実施していきます。ほうあんなぎさ・小田原愛児園・小田原乳児園・ほうあんうみ・ほうあんふじの連携が構築されていくように

していきます。児童発達支援センターが関係機関との協力 得て、地域の中核のセンターとして機能していくように取り組みま

す。 

 

３ 重点テーマと取組むべく課題 

１ 児童 5 事業所のリーダー職以上のスタッフの資質向上を目標に取り組みを実施していきます。 

２ 地域 関係機関  相互理解 深 、児童発達支援センターの機能を地域に周知していきます。あわせて、災害が起き

た際にほうあんホッと相談      連携  地域     応       災害後 継続  療育 提供      

努めます。 

３               連携強化 行  保護者や地域から求められる職種ごとの専門性を高めていきます。 

４ 子   安心 安全 療育 子   権利 意識  取 組  行        

５ 地域の幼稚園保育  支援 行  子  達 過     環境造  提案      。 

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 

  ・バス購入（1100 万円） 

   組 立 式   （155 万円） 

 

５ 行動計画 

別紙 事業計画総括表参照 
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基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№
SD

Gs
ゴ

ー
ル

№

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

１ 児
童

5事
業

所
の

リ
ー

ダ
ー

職
以

上
の

ス
タ

ッ
フ

の
資

質
向

上
を

目
標

に
取

り
組

む

ケ
ー

ス
検

討
会

・
事

業
所

紹
介

・
勉

強
会

を
行

い
、

職
員

間
の

連
携

を
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

自
己

肯
定

感
を

も
っ

て
生

活
を

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

く
。

園
⾧

・
課

⾧
補

佐
主

任
・

副
主

任
リ

ハ
ス

タ
ッ

フ
（

リ
ー

ダ
ー

）

計
画

作
成

に
基

づ
き

実
施

。
（

80
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

）

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

2 地
域

の
幼

稚
園

保
育

園
へ

の
支

援
を

行
い

、
子

ど
も

達
が

過
ご

し
や

す
い

環
境

造
り

を
提

案
す

る
。

地
域

の
関

係
機

関
と

の
相

互
理

解
を

深
め

、
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
地

域
に

周
知

し
て

い
く

。
大

規
模

災
害

へ
の

備
え

を
障

害
児

地
域

支
援

の
観

点
か

ら
考

察
す

る
。

地
域

の
幼

稚
園

・
保

育
園

と
の

連
携

を
行

い
、

生
活

の
場

で
の

支
援

を
提

供
す

る
。

市
町

の
1.

6健
診

後
の

フ
ォ

ロ
ー

体
制

や
そ

の
後

の
障

害
児

支
援

状
況

を
市

町
担

当
者

と
共

有
す

る
と

と
も

に
、

当
園

の
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
機

能
を

地
域

と
共

有
し

て
い

く
。

大
規

模
災

害
に

備
え

、
ほ

っ
と

相
談

カ
フ

ェ
と

連
携

し
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

検
証

す
る

。

園
⾧

・
課

⾧
補

佐
主

任
・

副
主

任

小
田

原
愛

児
園

・
乳

児
園

を
含

め
て

他
2園

へ
の

訪
問

・
支

援
を

実
施

。
各

市
町

と
の

連
携

の
た

め
の

打
合

せ
を

年
に

1
回

以
上

実
施

。
ホ

ッ
と

相
談

カ
フ

ェ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
し

地
域

情
報

を
ま

と
め

る
。

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

3 ほ
う

あ
ん

ふ
じ

・
う

み
・

な
ぎ

さ
の

連
携

強
化

を
行

い
、

保
護

者
や

地
域

か
ら

求
め

ら
れ

る
職

種
ご

と
の

専
門

性
を

高
め

て
い

く
。

家
族

支
援

や
地

域
連

携
の

中
で

専
門

職
に

求
め

ら
れ

る
ニ

ー
ド

の
把

握
に

努
め

る
多

職
種

連
携

を
意

識
し

た
、

ケ
ー

ス
検

討
会

を
実

施
す

る
。

園
⾧

・
課

⾧
補

佐
主

任
・

副
主

任
ST

/O
T/

PT
/C

Pの
リ

ー
ダ

ー

各
市

町
と

の
連

携
の

た
め

の
打

合
せ

を
年

に
1

回
以

上
実

施
。

ケ
ー

ス
検

討
会

は
年

2回
以

上
実

施
。

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

4 子
ど

も
の

安
心

・
安

全
な

療
育

、
子

ど
も

の
権

利
を

意
識

し
た

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
く

。

園
児

向
け

の
権

利
擁

護
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
よ

る
支

援
の

振
り

返
り

を
行

う
。

権
利

擁
護

・
虐

待
防

止
委

員
月

に
一

度
の

振
り

返
り

運
営

組
織

と
経

営
基

盤
の

強
化

５ サ
ー

ビ
ス

提
供

が
、

持
続

的
且

つ
良

質
に

行
え

る
よ

う
に

、
運

営
を

行
う

。

目
標

管
理

制
度

に
則

っ
て

進
捗

状
況

を
月

次
で

確
認

す
る

。
園

⾧
・

課
⾧

補
佐

・
主

任
副

主
任

・
事

務
員

目
標

の
達

成

令
和

6
年

度
 

事
業

計
画

総
括

表
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令和６年度 事業計画 ／ ほうあんふじ 

責任者 : 小島 厚 
実施事業と定員  児童発達支援事業（40 名） 放課後等デイサービス（10 名） 
            日中一時支援事業（10 名）  保育所等訪問支援事業 
 
１ 使命と中期ビジョン  
（使 命）     １ 持続可能 合理的配慮 把握  最先端 技量 習得 努        

２ 園児・保護者・職員の人生の質の向上を実現します。 
３ 地域社会の福祉に貢献します。 

（中期ビジョン） １ 子どものありのままを受け入れ、その子らしく過ごせるよう支援します。 
２ その子ひとりひとりが笑顔で暮らせる居場所をつくります。 
３ 保育園、小学校など地域の子どもの支援ができる人材を育成します。 
４ 子どもたちの命を守り、子どもが SOS  発信   力 身 着 ます。 
５ 将来にわたって質の良     提供 行    組織運営 基盤をつくります。 

 
２ 当期目標と方針 
          通  子   対  療育支援 質 向上 行      保護者支援 強化  子   対  

理解 促  職員 育成 取 組      法人内児童分野はもとより、地域の関係機関との連携を強化し、職
員が地域の子どもたちの実情 理解  保育所等でのお子さんと職員 困 感 理解することで、より柔軟に対応で
きるよう努めます。     児童発達支援  放課後等             重視  特 低学年 小学生 
の支援に重点化し、療育 継続及 就学 伴 保護者 不安 寄 添 支援 充実させていきます。 

  
３ 重点テーマと取組むべき課題 

１ 子どもたちの評価に基づいた支援と保護者支援を強化します。 
２ 地域交流 地域貢献を推進し、保育所等訪問事業を推進し、地域社会への貢献を高めていきます。また法人

児童分野の連携を深め、児童分野全体で子どもの育ちをサポートできる体制づくりに取り組みます。 
   あわせて、災害が起きた際に、ふじみのさとと連携して地域のニーズに応えるとともに、災害後も継続して支援を提

供できるよう取り組みます。 
３ 支援の質の向上 向   研修制度の整備や研修内容を事業所内で共有します。また、法人内の児童分野

  共通理解 深  人材育成 進       また、保護者や地域から求められる児童発達支援センター
の役割を的確に捉え、課題解決できる人材の育成に取り組みます。 

４ 権利擁護 虐待防止    定期的 支援 振 返  行      子  向  権利擁護       を用
  権利擁護 向上に取り組みます。 

５ 中⾧期的 施設の計画的 修繕 行     
 

4 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 
   ・送迎用車両 更新（       (358 万円) 全額共同募金（神奈川福祉事業協会）利用） 
   ・園庭日よけの設置（231 万円） 
   ・外壁塗装（今年度 一部個所実施（500 万円程度（ふじみのさとと案分）） 
    
５ 行動計画  別紙 事業計画総括表参照 
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令和６年度 事業計画 ／ ほうあんふじみのさと 
 

責任者 上田 理 

         

実施事業と定員   生活介護事業（３５名） 施設入所支援（３０名）  短期入所事業（５名）  

日中一時事業（３名） 

 

１ 使命と中期ビジョン 

（使命）      １ みんなに２４時間３６５日安心を届けます。 

２ 利用者   笑顔 自分       支援         

３ ふじみのさとは開かれた施設を目指しみんなの架け橋になります。 

 

（中期ビジョン*） １ 利用者個々 状態 変化 対応   支援力 身 着   

２ 意思決定支援に基づく、利用者 将来像 地域資源 開拓 意識  支援計画 策定 

３  自治会と、顔のわかる関係づくりと共同事業の実施 

４  行政 他法人との連携を含めた地域サービスの充実 

５  リーダー層の育成と定着 

６  事業所全体の権利擁護意識の向上 

 *令和 6 年度中 新  中期     改定予定 

 

２ 当期目標と方針 

第三者 評価    支援 振 返    良 支援 行  ように取り組みます。   利用者 望 暮   

実現 向   神奈川県版意思決定支援       則 利用者 意思決定支援 取 組     

地域との関係を深めるための土台作りをします。地域生活支援拠点事業の登録事業所として、地域の障害者

の緊急時の受入を進めセーフティネットとしての役割を果たしていきます。業務改善を進めて利用者       質

 落  ずに職員の働きやすさを向上させるようにします。外壁修繕等    計画性 持  行  快適な住環境

を維持できるようにします。 

 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 支援の質 向上 利用者 権利擁護 目的   運営懇話会 取組みます。 

２ 地域との連携 見据   防災備蓄品 揃              災害時 協力体制 整     

３ 人材育成を目的として実践報告会 行     

４ 神奈川県 意思決定支援       参考   意思決定支援 更 進     

５ 権利擁護 進      支援を見直し改善します。 

６ これまで検討を重ねてきた業務改善案  利用者 家族 説明  後実行 移     

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 

・屋上防止工事 550 万円   

・PAS 交換工事 65 万円 

 

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照 
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令和6年度 事業計画 ／ ほうあん第一しおん 
 責任者 近藤 秀樹         

実施事業と定員 就労継続支援 B 型事業（５０名） 生活介護事業（１０名） 

放課後等デイサービス事業（１０名） 日中一時支援事業（６名） 

 

１ 使命と中期ビジョン  

（使 命）ほうあん第一しおん   全員 高 満足度 生    感         

１ 利用者 働 喜  感            

２ 職員 専門性 常 追求  利用者 良 人生 送     支援      

３ 地域社会に情報発信し、貢献します 

（使 命）しおんワークプレイス（放課後等デイサービス） 

１ 【仕 事】将来 働 力 培    支援       

２ 【コミュニケーション】多くの仲間との関わりを通し、協調性を学べるよう支援します 

３ 【自 立】社会人へのステップを仲間や職員と一緒に体験し、学べるような場所となるよう支援します。 

（中期ビジョン） 

         １ 日中活動 通 利用者 社会参加と工賃向上を図る 

２ 地域の根府川により根差した活動の実践 

３      質向上 支援力強化 

４ 安心安全な暮らしと豊かさの向上 

５ 将来のサービスに繋がる運営組織の強化 

 

２ 当期目標と方針 

就労継続支援 B 型事業の作業棟グループは、農業と福祉の連携を活用し、共に働く共生社会の実現を目指

します。パン工房では更  高工賃 目指します。生活介護事業では、個別ニーズに対応した日課を提供しま

す。放課後等デイサービス事業は、今年度      提供終了 向  取 組  個々に必要な社会的スキル

を身につけるための訓練をします。地域支援では防災組織化を地域ぐるみで行        人材育成    

は外部研修の参加を促します。 

 

３ 重点テーマと取り組むべく課題  

１ 就労継続支援 B 型事業では新たな事業展開を試みながら農福連携による地域共生社会の実現に向け邁

進します。またパン事業では平均工賃30,000円を目指し、更 働く喜びを感じてもらいます。生活介護事業で

は個別外出又は特別日課の提供 行 ます。放課後等デイサービス事業では    提供終了 伴 他 放

課後等      事業所 引継  行     

２ 地域住民自治会 協力体制 再整備  防災組織 強化 図   。 

３ 将来を担う人材を育成のために他法人施設見学 研修 参加   。 

４ 虐待防止 権利擁護    計画 立 取 組   。 

５      継続     施設 管理  ます。 

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 

・生活介護のシンクと床の修繕  ５月 約 ５０万円 

・厨房内床塗装  ５月 約 ８０万円     

・車輌購入     ３月 約 １８０万円  助成金申込予定 

・浄化槽基盤修理  ５月 約５０万円 

５ 行動計画 別紙 「事業計画総括表」 参照 
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基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№
SD

G
s

ゴ
ー

ル
№

1-
1

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

で
は

地
域

の
方

々
と共

に
働

き
、
高

工
賃

を
目

指
す

(1
) 

農
業

 福
祉

 
連

携
 

活
用

 
 
共

 
働

 共
生

社
会

 
実

現
 

向
 

行
動

 
 

 

(2
) 

将
来

 
見

据
 

 
新

規
作

業
開

拓
 

行
 

 
 

 
 

 
 
現

在
 

年
間

受
注

作
業

 
  
  
 整

理
 新

規
作

業
 

受
 

入
 

準
備

 
行

 
 

(3
) 

パ
ン

工
房

の
平

均
工

賃
30

,0
00

円
を

目
指

し
、
働

く喜
び

を
感

じ
て

も
ら

え
る

よ
う
に

す
る

。

作
業

棟
職

員

作
業

棟
職

員

パ
ン

工
房

職
員

一
年

間
通

 
 

農
福

連
携

 
作

業
 

行
 

新
規

作
業

を
１

つ
獲

得

平
均

工
賃

30
,0

00
円

達
成

1-
2

生
活

介
護

事
業

で
は

意
思

決
定

支
援

に
取

り組
む

(1
) 

本
人

の
や

って
み

た
い

こ
と、

し
た

い
こ

とを
日

課
に

取
り入

れ
、
や

りた
い

こ
とを

実
現

で
き

る
  
  
  
  
よ

う
に

し
ま

す
。
笑

顔
の

絶
え

な
い

生
活

に
す

る
。

(2
) 

本
人

 
意

思
意

向
 

沿
  

個
別

外
出

又
 

特
別

日
課

 
行

 
 

生
活

介
護

職
員

全
利

用
者

 
通

所
日

数
 

前
年

度
比

増

全
利

用
者

 
１

回
 

個
別

外
出

 
 

 
或

 
は

特
別

日
課

を
提

供
す

る
。

1-
3

大
人

へ
の

ス
テ

ップ
ア

ップ
に

必
要

な
社

会
的

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
訓

練
を

提
供

す
る

個
人

個
人

 
合

 
 

 
社

会
的

 
 

 
 

検
討

 
訓

練
 

行
 

 
 

 
様

々
な

訓
練

を
提

供
し

将
来

に
向

け
た

経
験

を
積

ん
で

も
ら

い
ま

す
。

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

職
員

個
々

 
利

用
者

 
沿

  
細

 
 

訓
練

提
供

将
来

 
仕

事
 
生

活
 

役
立

  
 

 
 
訓

練
の

提
供

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

2-
1

防
災

組
織

の
強

化

2-
2

古
道

整
備

(1
) 

地
域

住
民

（
江

 
浦

自
治

会
 
根

府
川

自
治

会
）

 連
携

 
行

 
 
風

水
害

時
 

  
  
  
  
避

難
場

所
  

 
 

機
能

 
 

 
 

 
 
再

度
地

域
自

治
会

 防
災

組
織

 
強

化
 

図
 

 

(2
) 

古
道

 
整

備
 

引
 

続
 

行
 

 
地

域
 

方
 

通
  

 
 

環
境

 
 

  
 

所
⾧

 監
督

職

作
業

棟
職

員

地
域

自
治

会
 

 
 

避
難

所
 

見
学

実
施

年
 

１
度

地
域

防
災

訓
練

 
参

加

古
道

整
備

年
間

６
回

実
施

人
材

育
成

(将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

)
3 将

来
を

担
う
人

材
育

成
を

強
化

す
る

(1
) 

人
材

育
成

 
 

 
 

他
法

人
 

施
設

見
学

 
行

 
視

野
 

広
 

 
 

(2
) 

外
部

研
修

に
参

加
す

る
。

(3
) 

SD
Sの

活
用

を
促

す
。

管
理

職
監

督
職

常
勤

職
員

 
研

修
年

１
回

以
上

参
加

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

4 虐
待

防
止

 権
利

擁
護

 
 

 
 

年
間

計
画

 
立

 
取

り組
む

(1
) 

事
業

所
内

権
利

擁
護

委
員

会
 

主
体

  
  

利
用

者
 

意
見

 
取

 入
 

目
標

 
  
  
 決

め
職

員
に

周
知

し
ま

す
。

(2
) 

目
標

を
掲

げ
日

々
の

支
援

業
務

に
取

り組
み

ま
す

。

所
内

権
利

擁
護

委
員

会
権

利
擁

護
 虐

待
防

止
委

員

３
箇

月
 

１
度

 
目

標
設

定

権
利

擁
護

 
  

 
  

 
年

２
回

 
実

施

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

５ サ
ー

ビ
ス

が
持

続
で

き
る

よ
 
施

設
 

管
理

 
行

 

(1
) 

目
標

管
理

 
進

捗
状

況
 

３
箇

月
毎

確
認

 
 

 

(2
) 

一
年

間
計

画
的

 
施

設
整

備
 

行
 
 

所
⾧

 課
⾧

 監
督

職
 事

務
職

所
⾧

目
標

達
成

必
要

な
個

所
の

修
繕

の
実

施

令
和

6
年

度
 

事
業

計
画

総
括

表
 

 
 

 
 

第
一

 
 

 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
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令和６年度 ほうあん第二しおん／事業計画 
 責任者 吉澤 宏次        

実施事業と定員 

生活介護事業（４０名） 短期入所事業（４名） 共同生活援助（シトラス）（６名） 

ショートステイシトラス／短期入所（５名）、 日中一時事業（２名） 

１ 使命と中期ビジョン 

（ 使 命 ） １．利用者 皆様 尊厳 守  可能性 信       心 支援 行      

２．利用者 皆様 笑顔 自分    実現  共 成⾧     目指     

３．互いの信頼関係を築き、根府川から未来を照らします。 

中期ビジョン案 １．利用者支援 質 向上 高齢化対応 

２．医療   充実 医療機関  連携強化 

３．シトラスの365日フル稼働に向け、法人全体の課題とした具体的な取り組みの推進 

４．重度 重心 暮   支  支援 行 職員 定着 育成 

５．地域交流の推進と片浦地区の活性化への寄与 

 

２ 当期目標と方針 

    令和２年度  行    意思決定支援 充実 関   引 続 個別支援計画           利用者

の意思を反映させ、併せて PT   他職種 意見 反映          取 組  関      検討 定例

化や OJT の強化を図り、職員間や上席者とのコミュニケーションをこれまで以上に活性化させ、情報の共有のみなら

  職員 意識 資質 向上            発展     利用者 高齢化 重度化  対応    

高齢化に関する法人のプロジェクトや他事業との連携等により、支援の質の向上に努めます。 

 ホームシトラ  運営 関    医療   充実 余暇時間 工夫 行  安心  暮   生活 場    継

続  行       365日フル稼働を目指すために、法人全体の課題として取り組み、具体的な展開を図ります。 

    職員 働 方 改革 行     ＆        推進 図  会議時間 短縮   残業   導入 

 見直  図     

 なお、昨年度  受託  神奈川県補助事業 継続  行      安定した生活介護事業が運営できるよう、

運営体制 見直           役割強化     利用者 確保 加算 見直し等、経営状況の改善にも

努めます。 

 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 利用者支援 質 向上（高齢化   将来 生活 見据  支援） 

２ 権利擁護 推進 虐待防止 徹底（身体拘束廃止の推進） 

３ 暮らしやすい地域づくり（Web    積極的 活用 広報誌 発行  情報 発信 小学校  交流） 

４          視点 立 人材 育成（事例検討会 実施など OJT の実施と積極的な研修の参加） 

５ 組織的運営の強化（組織的運営のための体制強化とシトラス365日フル開所に向けた取組み強化） 

６ 経営基盤の強化（安定  経営 通所利用者 確保） 

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的 

   ・車両 入 替 （補助金 活用 350万程度）   

・      改修工事（補助金 活用 800万円程度） 

   ・汚物処理機 導入（補助金活用 75万円程度） 

 

５ 行動計画   別紙「事業計画総括表」参照    
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基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
（

行
動

計
画

）
責

任
者

達
成

基
準

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

№
SD

Gs
ゴ

ー
ル

№

(1
) 

意
思

決
定

支
援

に
基

づ
く

丁
寧

な
個

別
支

援
計

画
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
将

来
を

見
据

え
た

支
援

を
展

開
す

る
。

   
  ま

た
、

高
齢

化
に

も
注

視
し

、
客

観
的

な
デ

ー
タ

に
よ

る
状

態
像

の
分

析
を

行
い

、
支

援
計

画
に

反
映

さ
せ

る
。

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

見
直

し
高

齢
化

に
よ

る
退

行
現

象
の

指
標

を
用

い
た

評
価

の
実

施
(1

0名
）

(2
) 

柔
軟

な
発

想
の

も
と

、
日

中
活

動
や

余
暇

活
動

の
創

意
工

夫
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

く
。

各
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
シ

ト
ラ

ス
担

当
リ

ー
ダ

ー
会

議
に

お
け

る
新

規
活

動
計

画
の

検
討

（
各

グ
ル

ー
プ

１
つ

を
目

標
）

(1
) 

各
グ

ル
ー

プ
及

び
シ

ト
ラ

ス
で

年
４

回
以

上
の

ア
ッ

プ
を

行
う

。
W

eb
マ

ガ
担

当
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
年

24
回

の
ア

ッ
プ

（
時

機
を

逸
し

な
い

迅
速

な
事

務
処

理
）

(2
) 

年
２

回
の

発
行

を
行

い
。

地
域

の
関

係
者

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
で

地
域

へ
の

情
報

発
信

も
行

う
。

W
eb

マ
ガ

担
当

年
２

回
の

発
行

人
材

の
育

成
(将

来
の

担
い

手
を

育
て

る
）

３ ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
視

点
に

立
つ

人
材

の
育

成
年

５
回

の
事

例
検

討
会

の
実

施
と

積
極

的
な

研
修

の
参

加
を

促
す

。
管

理
職

年
６

回
の

事
例

検
討

会
外

部
研

修
５

名
参

加

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

の
徹

底
４ 身

体
拘

束
廃

止
へ

の
取

り
組

み
の

推
進

身
体

拘
束

の
取

扱
い

に
関

し
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

遵
守

し
、

定
期

的
な

見
直

し
や

記
録

の
整

備
、

介
助

へ
の

具
体

的
な

取
り

組
み

を
行

う
。

各
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
シ

ト
ラ

ス
担

当
６

か
月

毎
の

身
体

拘
束

実
施

検
討

会
の

開
催

毎
月

の
グ

ル
ー

プ
会

議
で

の
拘

束
解

除
の

検
討

(1
) 

運
営

会
議

や
グ

ル
ー

プ
会

議
で

の
情

報
の

共
有

、
職

員
の

働
き

方
改

革
管

理
職

各
リ

ー
ダ

ー
全

職
員

毎
月

の
運

営
会

議
、

グ
ル

ー
プ

会
議

必
要

に
応

じ
臨

時
会

議
開

催
ノ

ー
残

業
デ

ー
の

設
定

、
会

議
時

間
の

短
縮

(2
) 

36
5日

開
所

に
向

け
た

検
討

を
法

人
本

部
と

と
も

に
行

い
、

課
題

の
抽

出
と

解
決

策
の

具
体

的
な

検
討

を
行

う
。

管
理

職
シ

ト
ラ

ス
担

当
毎

月
の

シ
ト

ラ
ス

会
議

法
人

共
同

生
活

援
助

あ
り

方
検

討
会

(3
) 

新
規

利
用

者
の

獲
得

と
県

補
助

金
事

業
の

継
続

管
理

職
事

務
職

特
別

支
援

学
校

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
新

規
利

用
者

の
獲

得
地

域
生

活
移

行
推

進
民

間
提

案
事

業
お

よ
び

中
井

や
ま

ゆ
り

園
利

用
者

の
受

け
入

れ
の

継
続

・
受

け
入

れ
増

令
和

６
年

度
 
事

業
計

画
総

括
表

 
 

 
 

 
第

二
 

 
 

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上

組
織

運
営

及
び

経
営

基
盤

の
強

化

１ 将
来

を
見

据
え

た
支

援
計

画
の

策
定

と
高

齢
化

対
策

２ W
eb

マ
ガ

の
積

極
的

な
活

用
と

広
報

誌
の

発
行

な
ど

情
報

の
発

信

５ 組
織

的
な

運
営

の
体

制
強

化
を

進
め

る
と

共
に

、
シ

ト
ラ

ス
36

5
日

フ
ル

開
所

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

い
、

安
定

し
た

収
入

の
確

保
の

推
進
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令和６年度 事業計画 ／ ほうあんなぎさ 

 

責任者 大屋 彰利 

実施事業  児童精神科医療（診療          ） 

 

１ 使命と中期ビジョン  

（使 命）  自閉スペクトラム症や類縁障害の子どもたちが増加しており、早急 対策 求        神奈川県

西圏域 児童精神科 医療機関 無  私          小田原 地 中心 児童精神科治療 

役割 担      設立      医療 療育 福祉 視点  子     特性 正当 評価  地

域医療       協力 仰  地域 社会資源 有効 活用     一人    合  援助 医

療           通じて子どもたちとご家族に教育環境 提供  子     成⾧ 一助 担  

いと考えます。 

 

（中期ビジョン） １ 健診システム・・・対象児のピックアップ 

２ 医療   げるシステム・・・振り分け 

３ 診療   診断 治療 検査      訓練 療育 

４ 地域            資料作成（報告書等） 研修 巡回 

 

２ 今期目標と方針 

1           乳児園 愛児園 通 子     診療 

2 地域   新規患者 定期診療 

3 検査、訓練 

4 受診後の精神保健福祉士によるフォロー 

5 受診前のフォロー 

6 地域連携 

7 法人内における情報共有 

8 人材の確保と育成 

 

３ 重点テーマと取り組むべき課題 

１ 診療 検査 訓練体制 確立 

２ 地域（医療 教育 福祉）  連携 

３ 法人内での社会福祉事業のネットワークに本事業をのせる 

４ 人材の確保と育成 

 

４ 大型 設備投資 金額 予定時期及   目的     なし 

 

５ 行動計画  別紙 「事業計画総括表」 参照  
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